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   第 ４ 回   熊本県議会  総務常任委員会会議記録 

 

令和２年８月４日(火曜日) 

            午前10時30分開議 

            午前10時52分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 議案第１号 令和２年度熊本県一般会計補

正予算(第８号) 

 議案第３号 専決処分の報告及び承認につ

いてのうち 

 議案第４号 専決処分の報告及び承認につ

いてのうち 

 議案第５号 熊本県特定非常災害の被害者

の権利利益の保全等を図るための特別

措置に関する条例の制定について 

 議案第６号 熊本県財産条例の一部を改正

する条例の制定について 

 報告第１号 専決処分の報告について 

   ――――――――――――――― 

出 席 委 員(８人) 

        委 員 長 増 永 慎一郎 

        副委員長 松 村 秀 逸 

        委  員 吉 永 和 世 

        委  員 坂 田 孝 志 

        委  員 西   聖 一 

        委  員 山 本 伸 裕 

        委  員 髙 島 和 男 

        委  員 荒 川 知 章 

欠 席 委 員(なし) 

委員外議員(なし) 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

 知事公室 

         公室長 白 石 伸 一 

       政策審議監 倉 光 麻里子 

       危機管理監 

兼新型コロナウイルス 

感染症対策室長 厚 地 昭 仁 

       政策調整監 津 川 知 博 

    危機管理防災課長 柴 田 英 伸 

 総務部 

         部 長 山 本 倫 彦 

 総括審議員兼政策審議監 平 井 宏 英 

      総務私学局長 手 島 伸 介 

        人事課長 城 内 智 昭 

        財政課長 梅 川 日出樹 

    県政情報文書課長 鍬 本 亮 太 

      財産経営課長 永 江 昌 二 

      私学振興課長 市 川 弘 人 

       市町村課長 

 兼県央広域本部総務部長 清 田 克 弘 

        税務課長 久保田 健 二 

企画振興部 

         部 長 高 橋 太 朗 

   交通政策・情報局長 内 田 清 之 

     情報政策審議監 島 田 政 次 

        企画課長 阪 本 清 貴 

      地域振興課長 

 兼県央広域本部振興部長 池 永 淳 一 

 首席審議員兼文化企画・ 

    世界遺産推進課長 内 藤 美 恵 

      交通政策課長 小 川 剛 史 

      情報政策課長 椎 場 泰 三 

   ――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

       議事課主幹 若 杉 美 穂 

     政務調査課主幹 植 田 晃 史 

――――――――――――――― 

  午前10時30分開議 

〇増永慎一郎委員長 ただいまから、第４回

総務常任委員会を開会いたします。 

 まず、前回の委員会以降に人事異動があっ

ておりますので、自席から自己紹介をお願い
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いたします。 

  （企画振興部長、財政課長、交通政策課

長の順に自己紹介） 

〇増永慎一郎委員長 なお、本日の委員会

は、あらかじめ告示された事件及び緊急を要

する事件のみを審議する臨時会での委員会で

あり、本会議を休憩しての開催でもあります

ので、質疑応答は付託議案に関するもののみ

に限らせていただきます。 

それでは、本委員会に付託された議案等を

議題とし、これについて審査を行います。 

まず、議案等について説明を求めた後、一

括して質疑を受けたいと思います。 

執行部からの説明は、効率よく進めるため

に、着座のまま簡潔にお願いします。 

初めに、総務部長から総括説明をお願いい

たします。 

 

〇山本総務部長 今回提案しております議案

の概要について御説明申し上げます。 

 まず、令和２年度８月補正予算につきまし

ては、７月豪雨災害の対応に係る予算87億

円、新型コロナウイルス感染症対応に係る予

算355億円を計上いたしまして、補正後予算

規模8,810億円余となります。 

 また、７月豪雨災害、新型コロナウイルス

感染症への対応として行った７月補正予算の

専決処分２件の外、熊本県特定非常災害の被

害者の権利利益の保全等を図るための特別措

置に関する条例の制定等につきましても、併

せて御提案、御報告を申し上げております。 

 この後、予算関係議案の総括的な説明につ

きましては財政課長から、また、予算の詳細

な内容、条例等議案につきましては各課長か

らそれぞれ御説明申し上げます。よろしくお

願いいたします。 

 

〇増永慎一郎委員長 次に、財政課長から今

回の補正予算の概要等について説明をお願い

します。 

 

〇梅川財政課長 財政課でございます。 

 総務常任委員会説明資料の１ページをお願

いします。 

 ７月補正予算２件の概要でございます。 

 まず、議案第３号は、７月２日に専決処分

させていただいたもので、(1)新型コロナウ

イルス感染症への対応に係る予算31億2,700

万円でございます。 

 主な内容は、生活福祉資金の貸付原資など

の増額でございます。 

 次に、議案第４号は、７月21日に専決させ

ていただきました(2)の令和２年７月豪雨災

害からの復旧に係る予算290億5,000万円でご

ざいます。 

 主な内容は、災害救助活動に要する経費や

流木等の処分に要する経費、災害復旧事業の

着手に向けた調査設計費などでございます。 

 ２ページをお願いいたします。 

 次に、議案第１号、８月補正予算の概要に

ついて御説明します。 

 令和２年７月豪雨災害及び国の第２次補正

予算を受けた新型コロナウイルス感染症への

対応に係る予算として、441億9,300万円を計

上しております。 

 内訳としまして、まず、(1)令和２年７月

豪雨災害からの復旧に係る予算が86億8,200

万円で、主な内容は、道路や河川、学校施設

等の復旧経費でございます。 

 また、(2)新型コロナウイルス感染症への

対応に係る予算が355億1,100万円で、主な内

容は、介護事業者等が取り組む感染防止対策

への支援や、市町村の取組を支援する総合交

付金、雇用維持に取り組む中小企業等への支

援に要する経費などでございます。 

 下の表を御覧ください。 

 ７月補正予算２件と８月補正予算を合算し

ますと、一般会計で763億7,000万円の増額と

なり、補正後の予算規模は、8,810億400万円

となります。 
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 ３ページをお願いします。 

 参考１として、豪雨災害への対応に係る予

算額の累計と財源内訳を、また、参考２とし

て、感染症への対応に係る予算額の累計と財

源内訳をそれぞれ記載しております。 

 おめくりいただきまして、資料の４ページ

と５ページが歳入予算の内訳、また、６ペー

ジと７ページが歳出予算の内訳となっており

ます。 

 以上が今回の予算の概要でございます。御

審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

 

〇増永慎一郎委員長 引き続き、担当課長か

ら議案等について説明をお願いします。 

 

〇市川私学振興課長 私学振興課でございま

す。 

 資料の９ページをお願いします。 

 上段です。私学振興費で3,100万円の増額

を計上しております。 

 右の説明欄を御覧ください。 

 事業名、私立学校再開等支援事業になりま

す。これは、新型コロナウイルス感染症の拡

大後、６月から学校再開になっております

が、これに当たっての追加的に必要となった

人件費に関する増額でございます。 

 具体的には、土曜日、夏休みの追加授業の

非常勤講師代とか、ＩＣＴ専門員の配置だっ

たりとか、生徒の心のケアのスタッフの配

置、これらの助成になります。 

 私学――中学、高校合わせて31校分、上限

100万円ということで計上しております。 

 以上、御審議のほどよろしくお願いしま

す。 

 

〇清田市町村課長 市町村課でございます。 

 同じく９ページの下の段、自治振興費とし

て、30億円の補正額を計上しております。 

 説明欄をお願いいたします。 

 市町村行財税政支援費の新型コロナウイル

ス感染症対応総合交付金として、新型コロナ

ウイルス感染症対応に係る市町村の取組への

支援に要する経費でございます。これは、国

の新型コロナの臨時交付金を財源に、県内市

町村の統一的な取組を後押しするもので、ま

ずは、飲食店等への補助を行う市町村への支

援などからスタートし、今後、市町村からの

提案を踏まえ対象事業を拡大し、市町村に対

して、その事業費の一部を支援していくもの

でございます。 

 市町村課は以上でございます。御審議のほ

どよろしくお願いいたします。 

 

〇阪本企画課長 企画課でございます。 

説明資料の11ページの上段をお願いいたし

ます。 

計画調査費で２億2,500万円余の増額をお

願いしております。 

右の説明欄でございますが、５月専決によ

りまして、熊本県生活困窮大学生等のための

給付金交付事業を創設し、新型コロナ禍にお

ける大学生等の修学の継続を支援するため、

生計維持者が非課税である大学生等に５万円

を給付しております。 

一方で、新型コロナの影響により、アルバ

イト収入が大きく減少し、修学継続が困難と

なっている学生等もおられることから、本事

業にアルバイト収入減の要件を追加するとと

もに、就労しながら学んでいる外国人留学生

や定時制課程の生徒等を対象とするなど、支

援対象を拡充するものでございます。 

なお、追加対象者は4,200人を見込んでお

りまして、今回の拡充に伴い、申請期間を11

月末に延長して取り組んでまいります。 

以上、御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

 

〇池永地域振興課長 地域振興課でございま

す。 

 同じく11ページの中段をお願いいたしま
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す。 

 計画調査費で2,000万円の増額をお願いし

ております。 

 右の説明欄を御覧ください。 

 企画推進費、コロナ対策分の地域づくりチ

ャレンジ推進事業は、地域団体等が行う新し

い生活様式に対応した地域づくりの取組に対

する助成等、地域活性化を図るための事業に

要する経費でございます。 

 具体的には、新型コロナの影響により停滯

した地域を活性化させるため、オンライン等

を活用し、情報発信やイベントの開催などへ

の支援を行うこととしております。 

 以上、御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

 

〇内藤文化企画・世界遺産推進課長 文化企

画・世界遺産推進課でございます。 

 同じページの一番下の段をお願いします。 

 計画調査費について、400万円の増額をお

願いしております。 

 右側の説明欄を御覧ください。 

 文化企画推進費のコロナ対策分として、文

化事業新型コロナウイルス対策助成事業は、

コロナ禍により３密を避ける必要などから、

従来どおりの文化芸術活動ができない県内の

文化団体が、感染症対策を講じるなど、新た

な手法、新たな生活様式に沿った形で実施す

る文化芸術活動に対する補助に要する経費で

ございます。 

 なお、事業の実施に当たっては、熊本県文

化協会が会員以外の幅広い県内文化団体、個

人にも対象を広げて行う支援事業を補助する

形で行うことを想定しております。 

 以上、御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

 

〇小川交通政策課長 交通政策課でございま

す。 

 12ページの上段をお願いいたします。 

 計画調査費で５億3,100万円余りを増額計

上しております。 

 右の説明欄を御覧ください。 

 まず、交通整備促進費、公共交通応援事業

といたしまして、コロナ禍において事業継続

に取り組んでいただいている交通事業者への

支援に要する経費、こちらを５億2,300万円

余りお願いしております。 

 次に、空港整備促進費でございます。 

 阿蘇くまもと空港感染拡大防止対策事業と

いたしまして、阿蘇くまもと空港の新型コロ

ナウイルス感染拡大防止対策に対する助成

800万円をお願いしております。 

 以上、御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

 

〇椎場情報政策課長 情報政策課でございま

す。 

 説明資料、同じ12ページの下段をお願いし

ます。 

 人事管理費で1,120万円余の増額をお願い

しております。 

 右の説明欄を御覧ください。 

 情報管理運営費、コロナ対策分のＩＣＴを

活用した働き方改革等推進事業です。これ

は、新型コロナウイルス感染症対策における

職員のテレワーク環境の整備に要する経費で

ございます。 

 現在、新型コロナウイルス感染症対策とし

まして、職員配備の予備のパソコンとリモー

トアクセスシステム250ライセンスを活用い

たしまして、テレワーク環境を構築し、運用

しているところでございますが、４月から５

月の緊急事態宣言下の本県の職員の在宅勤務

の実績が約1,000人規模であったということ

なども踏まえまして、新たなテレワーク環境

の整備を図るものでございます。 

 新たなテレワーク環境の整備におきまして

は、職員の私用の端末も含めて対応を行うこ

ととし、リモートアクセスのシステムを
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1,000ライセンス確保するとともに、必要最

小限の端末、モバイルのパソコンの調達を行

うものでございます。 

 次に、13ページをお願いします。 

 債務負担行為の設定変更でございます。 

 事務機器等賃借としまして、補正前限度額

7,291万1,000円、補正後限度額9,978万3,000

円、2,687万2,000円増の変更をお願いしてお

ります。 

 ただいま説明しましたＩＣＴを活用した働

き方改革等推進事業におきまして、リモート

アクセス用のパソコンを調達いたしますが、

令和６年度までのリースによりまして、契約

を締結する必要があるため、債務負担行為の

設定変更をお願いするものでございます。 

 以上、御審議のほどよろしくお願いしま

す。 

 

〇柴田危機管理防災課長 危機管理防災課で

ございます。 

 説明資料の15ページをお願いいたします。 

 ７月専決予算について御説明申し上げま

す。 

 総務施設災害復旧費で898万円の増額補正

でございます。 

右側の説明欄をお願いいたします。 

 震度情報システム調査・復旧事業は、県が

設置する震度計のうち、このたびの豪雨災害

により通信障害等を起こした震度計の緊急点

検に要する経費と八代市坂本支所に設置して

いた震度計の復旧に要する経費でございま

す。 

 危機管理防災課は以上でございます。よろ

しくお願いいたします。 

 

〇鍬本県政情報文書課長 県政情報文書課で

ございます。 

 資料の16ページをお願いいたします。 

 第５号議案、熊本県特定非常災害の被害者

の権利利益の保全等を図るための特別措置に

関する条例の制定についてでございます。 

 説明は、19ページをお願いいたします。こ

ちらの条例(案)の概要でさせていただきま

す。 

 １の条例制定の趣旨ですが、点線囲みの条

例制定の経緯のところを御覧ください。 

 今般の令和２年７月豪雨については、特定

非常災害に指定され、国におきましては、被

害を受けた方々の法令に基づく権利利益の保

全等を図るために、満了日の延長等に関する

措置、例えば自動車運転免許の更新期限の延

長などの措置が取られております。 

 これを受けまして、本県におきましても、

県の条例や規則等を根拠とする権利利益につ

いて、国同様に保全等を図るものでございま

す。 

 なお、平成28年熊本地震の際にも、その被

害者を対象といたしました同様の条例を制定

しております。 

 ２の主な制定内容ですが、２つございま

す。 

 １点目は、行政上の権利利益に係る満了日

の延長でございます。条例等に基づく有効期

限のある許認可等の権利利益について、国が

定める延長期日、今回の７月豪雨について

は、本年12月28日となりますが、その期日ま

で有効期限を延長する措置ができるようにす

るものでございます。 

 措置の内容については、告示により指定す

ることといたしておりますが、例えば、屋外

広告物の表示の許可に係る有効期限の延長な

どを予定いたしております。 

 ２点目は、期限内に履行されなかった義務

に係る免責でございます｡条例等に基づく履

行期限のある義務について、期限までに履行

されなかった場合でも、国が定める期限、今

回の７月豪雨については、10月30日となりま

すが、その期限までに履行されたときには、

行政上、刑事上の責任は問われないとするも

のでございます。 
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 ３の施行期日ですが、公布の日から施行す

ることといたしております。 

 説明は以上でございます。御審議のほどよ

ろしくお願いいたします。 

 

〇永江財産経営課長 財産経営課でございま

す。 

 説明資料の20ページをお願いします。 

 第６号議案、熊本県財産条例の一部を改正

する条例の制定についてでございます。 

 内容につきましては、21ページの概要で御

説明いたします。 

 １の条例改正の趣旨ですが、このたびの令

和２年７月豪雨の被災者に対し、応急仮設住

宅を早急に供与するため、当該住宅の買入れ

に係る議会の議決要件を見直すものでござい

ます。 

 ２の改正の内容としまして、現行の条例で

は、予定価格が7,000万円以上の買入れを行

う場合は、議会の議決を要する旨を規定して

おりますが、災害救助法第２条の規定に基づ

く救助として供与される令和２年７月豪雨に

よる応急仮設住宅の買入れについては、議会

の議決を要しないこととするものでございま

す。 

 なお、平成28年熊本地震の際にも、同様の

改正を行っております。 

 ３の施行期日につきましては、公布の日、

具体的には議決日からと考えております。 

 以上、御審議のほどよろしくお願いしま

す。 

 

〇久保田税務課長 税務課でございます。 

 資料22ページをお願いします。 

 職員による交通事故に係る専決処分の御報

告です。 

 23ページの概要により御説明いたします。 

 本件事故は、令和２年１月29日の午後０時

20分頃に熊本市東区で発生したものです。 

 ６の事故の状況ですが、公用車で出張中の

県央広域本部収税第二課職員が、駐車場から

公道に出ようとした際、公道を走行してきた

相手方車両に接触した物損事故でございま

す。 

 県の過失割合を90％として、５の表の右側

記載のとおり、13万824円を賠償額として和

解する専決処分を行ったものでございます。 

 報告は以上です。よろしくお願いいたしま

す。 

 

〇増永慎一郎委員長 以上で執行部の説明が

終了いたしましたので、質疑を受けたいと思

います。 

 なお、繰り返しになりますが、質疑は付託

議案に関するもののみとさせていただきます

ので、委員の皆様方の御協力をよろしくお願

いします。 

 質疑を受けた課は、課名を言って着座のま

ま説明をしてください。 

 それでは、質疑はございませんか。 

 

〇山本伸裕委員 11ページの熊本県生活困窮

大学生等のための給付金交付事業ですね。 

 アルバイト収入減少の要件追加ということ

なんですけれど、具体的にはどういった要件

になるんでしょうか。 

 

〇阪本企画課長 企画課でございます。 

 基本的には５万円の給付ということで、ま

ず５万円以上の収入がある方、そういうふう

に限定しております。 

 それで、単月で50％以上の減収があった

方、あるいは大学等聞き取ってみますと、３

割ぐらいという方も非常に多いということで

したので、連続の３か月で30％以上の減収が

あった方、そういう方を対象にしようという

ことで、今詳細を詰めているところでござい

ます。 

 以上でございます。 
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〇山本伸裕委員 対象は、高校生、大学生、

あるいは私立、公立、専門学校、そういうの

は何かあれはいろいろあるんですか。 

 

〇阪本企画課長 失礼しました。企画課でご

ざいます。 

 対象は、今現在、制度運用している大学や

専門学校等に加えまして、定時制や通信制の

高校を、収入減の方の要件としては対象と考

えております。 

 以上でございます。 

 

〇山本伸裕委員 実際に今要件に該当するよ

うな方がどれぐらいいるのかという、そうい

う見積りは、県としては分からないですか。 

 

〇阪本企画課長 企画課でございます。 

 今現在、先ほど申しました4,200人という

のを想定しておりまして――この追加の分が

4,200人ということで、今までの制度で4,000

人と見込んでおりましたので、これはアルバ

イト収入等でいきますと4,200人が追加とい

うことで、大学生等を3,000人、あと外国人

の留学生の方を1,200人というふうに想定し

ております。 

 

〇山本伸裕委員 分かりました。 

 それで、アルバイトされている学生さんと

いうのは、やっぱり生活費が困っていると

か、学費が困っているとか、それを補うため

にされている方が多いと思いますので、コロ

ナ禍の下でアルバイト収入がなくなったとい

うことになると、たちまち修学の存続が危ぶ

まれるという事態にもなりかねないと思いま

すので、4,200人の枠というようなことなん

ですけれど、もし申請しても定員オーバーで

すというようなことになってしまった場合

に、やっぱり県としては追加の対応も含め

て、ぜひやっぱりそういった困っている学生

さんを救済できるような弾力的な対応をして

いただければと思いますので、よろしくお願

いします。 

 

〇増永慎一郎委員長 ほかにありませんか。 

  （｢なし」と呼ぶ者あり） 

〇増永慎一郎委員長 なければ、これで付託

議案に対する質疑を終了いたします。 

 それでは、ただいまから本委員会に付託さ

れました議案第１号及び第３号から第６号ま

でについて、一括して採決したいと思います

が、御異議ありませんか。 

  （｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇増永慎一郎委員長 御異議なしと認め、一

括して採決いたします。 

 議案第１号外４件について、原案のとおり

可決または承認することに御異議ありません

か。 

  （｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇増永慎一郎委員長 御異議なしと認めま

す。よって、議案第１号外４件は、原案のと

おり可決または承認することに決定いたしま

した。 

 最後に、陳情・要望書が４件提出されてお

ります。参考として、お手元に写しを配付し

ております。 

 以上で本日の議題は全て終了いたしまし

た。 

 それでは、これをもちまして第４回総務常

任委員会を閉会いたします。お疲れさまでし

た。 

  午前10時52分閉会 
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